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 営業用トラック燃料（軽油）に関する緊急要望について 

 

 平素は種々ご指導、ご支援を賜り、厚く御礼申し上げます。 

 さて、際限のない原油高に伴う燃料価格の高騰により、私

どもトラック運送業界が文字通り事業存廃の岐路に直面し

ていることはご高承のとおりですが、こうした状況の中、国

内における軽油の価格設定や供給方針をめぐる石油元売り

の対応に、需要家として到底看過できない動きが出てきてお

りますので、実情をご報告申し上げ、善処方御願い申し上げ

たいと存じます。 

 第一に、元売はこのところ大手を中心に軽油の輸出を急激

に増大させており、このため国内の需給バランスが逼迫、こ

れによりさらなる急激な値上げが打ち出されるという、国内

需要家からみれば極めて遺憾としか言いようのない、悪しき

循環が生じております。 



 第二に、元売はこうした需給の逼迫の中で、出荷規制を強

化しており、トラック運送事業者の多くが採用している「イ

ンタンク」販売については希望する数量の納入に応じないな

ど、現場での「売り渋り」に相当する行為が広がりつつあり、

輸送需要への適切な対応に支障を生じるおそれも出てきて

おります。 

 これらのことは、私どもの会員事業者の現場からの訴えの

みならず、別添の石油業界専門紙の紙上においても今や詳細

にとりあげられる事態となっております。 

 昨年１２月２５日、政府与党におかれましては、「原油高

騰、下請中小企業に関する緊急対策関係閣僚会議」の名にお

いて、６項目の柱からなる対策の「基本方針」を打ち出され、 

その中には「６．石油製品等の価格監視等の強化」が明確に

盛り込まれておりますところ、上記のような状況に鑑み、石

油元売の営業実態を調査の上、各社に対し、国内需要への対

応を最優先し、安定した供給を確保するよう厳正なご指導を

賜りますよう緊急に要望いたしますので、速やかな善処方よ

ろしく御願い申し上げます。 








